
嘘で固めた⼤飯原発再稼働
「電⼒不⾜」「電気代値上げ」の脅し

きちんとした検証が必要です
次にだまされないために

黙っていたら “YES” と同じ

広島2人デモ ⾬天
決⾏

いてもたってもいられなくなった仕事仲間と恥も外聞も捨てて仕事の合間にたった 2⼈でも歩く。
それが 2⼈デモです。黙っていたら社会⼈としてだけではなく、企業⼈としても恥。

野⽥⾸相！あなたは恥を知るノダ！

「福島原発事故は終わっていない」

地震の巣の上の
⼤飯原発

 今回再稼働した３号機、４号機
（１８⽇２１時再起動）は、かつて
断層がずれたことを⽰す断層破砕
帯の真上に乗っていることが判り
ます。３号機・４号機は地震の巣
の上に乗っているのです。
（⼤⼿マスコミはこの資料を報じて
いません）「⼤飯原発事故」の前に
再稼働を⽌めましょう。

（国会事故調報告－２０１２年７⽉５⽇）

元安橋東詰からスタートし本通り、⾦座
街を往復します。毎週⾦曜に歩きます。

第8回⽬
2012年 8⽉ 10⽇（⾦曜⽇）
18:00 〜 19:00

検証が必要な
政府・関電のウソ

⾶び⼊り歓迎
槍が降ったら中⽌します 調査・⽂責：哲野イサク

チラシ作成：網野沙羅
連絡先：sarah@inaco.co.jp

どうしたら原発を⽌められる？
⼤飯原発

１号炉
２号炉

３号炉４号炉

⾚い線が全て「断層破砕帯」
出典：原⼦⼒安全・保安院「地震・津波に関する意⾒聴取会」
   第１９回平成２４年７⽉１７⽇配布資料
   「地震・津波１９－４」P7
   「⼤飯発電所地質⽔平断⾯図（EL+3m）」図をトレース処理
http://www.nisa.meti.go.jp/shingikai/800/26/019/240717.html

関電関電

マスコミが報じない資料

関電

 東京の⾸相官邸周辺では毎週⼗数万⼈規模の「再
稼動反対抗議⾏動」が⾏われています。⼤きな⼒
です。しかし原発の息の根を⽌めるにはそれだけ
では不⼗分です。そのためには、

１．反原発・反被曝を⽇本の基本政策とする
２．その政策を掲げる政治グループが国家権

⼒を掌握する
３．その政治グループが政府を組織する
ことが必要です。何党でも構いません。この政府
を「反原発・反被曝緊急国⺠政府」と呼びます。

http://www.inaco.co.jp/hiroshima_2_demo/

4⽉から⼤飯原発再稼働
を狙っていた関電！
和歌⼭市 LNG⽕⼒発電
所は建設中断のまま ８⽉に⼊りました。関電公表資料に

よれば関電管内は８⽉１⽇ 36.2℃、
２⽇ 36.0℃、３⽇ 36.7℃と平⽇の
猛暑⽇が続きました。しかしピーク
時最⼤使⽤電⼒は１⽇ 2574 万
kW、２⽇ 2650 万 kW、そして３
⽇ 2681 万 kWと今夏最⼤のピーク
時使⽤電⼒となりました。しかし政
府・関電・関⻄広域連合が予測した
最⼤需要 3015 万 kWはどうしたの
か？政府の “第三者” 需給検証委員
会は今年５⽉１２⽇、今夏関電管内
のピーク時使⽤電⼒ 3015 万 kWと
予測、またこれを検証した関⻄広域
連合は５⽉１９⽇ぼぼこれを追認
し、約 15% 電⼒が不⾜するとしま
した。結局これを理由に野⽥政権は
危険な⼤飯原発再稼働を決めまし
た。これがウソであることは今明ら
かになりましたが、決してそのまま
にしておいてはいけません。彼らの
ウソの検証をしなければなりませ
ん。そしてウソの「国⺠⽣活防衛」
のための⼤飯原発再稼働を取り
消させなければなりません。
（裏⾯参照のこと）

関電は２００１年に和歌⼭市内で出
⼒ 370 万 kW の LNG ⽕⼒発電所建
設に着⼿、が需要の伸び悩みから２
００４年に建設を中断。今夏の「電
⼒不⾜」の懸念から和歌⼭県議会議
⻑新島雄⽒（⾃⺠党）は、４⽉２０
⽇関電本店を訪ね、この発電所建設
の早期再開を求めましたが、関電は
断りました。この時から関電は⼤飯
原発再稼働を確信していました。
（裏⾯参照のこと）



1. 関⻄電⼒の「原発」と「新エネルギ－」を除くピーク時最⼤発電能⼒は、⽕⼒、⽔⼒、揚⽔合計２５１１万ｋW。（認可発電設備ベース） 
2. 他社受電は、IPP（独⽴発電事業者）、⾃家発電設備などからの契約による購⼊あるいは余剰電⼒の購⼊及び他電⼒会社からの融通電⼒。  
3. 関電は「ピーク時供給⼒とは、ピーク時に発電できる最⼤電⼒のことです。発電設備量とは⼀致しないことにご注意ください。」と説明しているが、これはおかしな説明。もしこの説明が正しいとするなら、⼟曜⽇・⽇曜⽇

は「ピーク時に発電できる最⼤電⼒」が、都合良く下がることになる。また現実に８⽉９⽇は、相⽣発電所２号機 (38 万ｋＷ)、海南発電所２号機（45 万ｋＷ) 同４号機（65 万ｋＷ）御坊発電所１号機（60 万ｋＷ）の計
208 万 kW の⽕⼒発電所は点検でも故障でもないのに全く稼働していなかった。

4. また⽔⼒「発電設備量」と「ピーク時供給⼒」は必ずしも⼀致しません。」として、流域河川の⽔量が⾜りないケースを上げている。しかしこの説明もおかしい。流域河川の「出⽔率」を明⽰していない上に、過去１ヶ⽉間
の⽔⼒発電量は 270 万 kW から 230 万 KW 程度になだらかに下がっている。これは原発３号機・4 号機がフル稼働にはいるのと逆⽐例している。すなわち原発がフル稼働となるにつれ⽣ずる余剰を⽔⼒発電を抑制するこ
とで調整していると考えられる。

5. 興味深い現象は、他社受電が⼀向に減らないどころかむしろ上がっていることだ。需要の下がる⼟⽇になると他社受電が上がり、中でも中部電⼒が突出して上がっている。これは中部電⼒との契約で中部電⼒管内の余剰を
関電が引き受ける契約になっていることを意味し、また独⽴発電事業者との契約は恐らく⼀定量を引き受けるものとなっていると思われる。 

6. 従って関⻄電⼒のピーク時最⼤電⼒供給能⼒は、原発を除く⾃社発電能⼒２５１１万ｋW に他社受電６００万ｋW 以上を加え、確実に３１１１万ｋW 以上と推計できる。
7. 資料出典は関⻄電⼒ホームページ「でんき予報」の「過去の使⽤電⼒実績ダウンロード」及び「関⻄電⼒有価証券報告書 平成２３年度」

関⻄電⼒ ピーク時電⼒供給量と内訳
（7 ⽉ 26 ⽇から 8 ⽉ 8 ⽇）

単位はすべて万ｋW
「最⾼気温」は関電発表のその⽇の最⾼気温

ピーク時最⼤電⼒供給能⼒（原発除く：推計）

認可最⼤発電設備能⼒

3,111 万 Kw 以上
（原発を除く認可最⼤発電設備能⼒＋他社受電６００万ｋW）
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ピーク時率 ⼀定出⼒
融通電計

中部 北陸 中国
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ピーク時平均
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率

34.6℃
34.4℃
36.0℃
33.3℃
34.8℃
36.7℃
36.0℃
36.2℃
35.8℃
35.8℃
35.9℃
35.9℃
35.7℃
35.5℃

36℃を超えた⽇

最⾼気温

認可最⼤発電設備能⼒は⽕⼒・⽔⼒・揚⽔、合計２５１１万 kW
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検証が必要な政府・関電・マスコミのウソ
（2012 年 5 ⽉ 13 ⽇朝⽇新聞⼤阪本社版 1 ⾯トップ記事より）

政府・関電予測３０１５万 kW
実際はどんなに猛暑⽇でも
ピーク時需要は２７００万 kW 以下

これ、ホントに節電効果？
 右の図は５⽉１３⽇朝⽇新聞（⼤阪本社版）トップ記事から、⾒出しと使わ
れた「供給余⼒」のグラフを引⽤したものです。内容は信頼の置ける政府の第
三者需給検討委員会が今夏「関電管内で 14.9％電⼒が不⾜する」と結論を出
した、とするものです。朝⽇新聞は４⽉頃から、電⼒不⾜のキャンペーンを繰
り返し⾏いましたが、この⽇の記事はもっともセンセーショナルなものでした。
この記事では原発なしで、関電管内は 445 万 kW の電⼒が不⾜し、中部電⼒
管内の供給余⼒は 137 万 kW しかないとし、『検証委は関電管内の電⼒不⾜対
策として「全国レベルでの節電と融通の活⽤を挙げた。「全国で節電⽬標の共有」
を呼びかけ、電⼒に余裕を作って関電に融通するように求めた（中川透）』と
結んでいます。政府・関電・関⻄広域連合がいかにウソをつこうと、そのウソ
の “拡声器” がなければ、国⺠に伝わりません。その拡声器の役割を演じたのが、
朝⽇新聞、NHK、共同通信をはじめとする主要マスコミでした。彼らにもキチ
ンと⾃分たちのウソを検証してもらわなくてはなりません。


